
一
、
序

　

前
稿
「
山
部
赤
人
の
『
富
士
の
山
を
望
る
歌
』
と
高
橋
虫
麻
呂
の
『
富
士
の

山
を
詠
む
歌
』
の
影
響
関
係
」（
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要
第
25
集
、
二
〇
二
一
年

三
月
一
日
、
都
留
文
科
大
学
大
学
院
発
行
）
に
お
い
て
、
山
部
赤
人
の
富
士
讃
歌
と

高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
讃
歌
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
両
歌
が
収
録
さ
れ

て
い
る
巻
三
の
歌
の
配
列
年
次
と
虫
麻
呂
富
士
讃
歌
の
左
注
の
検
討
か
ら
、
赤

人
と
虫
麻
呂
の
そ
れ
ぞ
れ
の
富
士
讃
歌
は
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の
作
で
、
赤

人
歌
の
方
が
虫
麻
呂
歌
よ
り
も
早
く
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿

で
は
、
さ
ら
に
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の
何
月
に
作
ら
れ
た
か
、
追
究
し
た
い
。

　

ま
た
、
上
掲
論
文
で
は
、
両
歌
の
詠
作
事
情
に
つ
い
て
、
神
亀
元
年
（
七
二
四
）

と
い
う
詠
作
年
次
か
ら
浮
上
す
る
『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月

七
日
条
の
、
海
道
（
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
一
帯
）
の
蝦
夷
征
討
の
た
め
に
、
式
部

卿
正
四
位
上
藤
原
宇
合
（
高
橋
虫
麻
呂
の
庇
護
者
）
を
持
節
大
将
軍
と
し
、
宮
内

大
輔
従
五
位
上
高
橋
朝
臣
安
麻
呂
を
副
将
軍
と
し
た
と
い
う
記
述
を
基
に
考
察

し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
関
連
す
る
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
を
考
慮
に
入
れ

て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
関
連
記
述
を
考
慮
検
討
し
て
、
両
歌
の
詠
作
事

情
に
つ
い
て
の
考
察
の
試
行
錯
誤
の
終
着
点
に
到
り
た
い
と
思
う
。

二
、
山
部
赤
人
の
富
士
讃
歌
の
詠
作
年
月

　

本
稿
に
お
い
て
も
、
考
察
の
基
幹
で
あ
る
赤
人
富
士
讃
歌
の
本
文
を
掲
げ

る
。

山
部
赤
人
の
富
士
歌
と
高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
歌
の
詠
作
年
月
と
詠
作
事
情

�O
n�the�Year�,�M

onth�and�Circum
stances�of��Poem

-m
aking�B

etw
een�the�Poem

�on�
M
t.Fuji�C

om
posed�by�Y

A
M
A
B
E
-N
O
-A
kahito�and�the�Poem

�on�M
t.Fuji�by�

TA
K
A
H
A
SH
I-NO

-M
ushim

aro

鈴　

木　

武　

晴

SU
Z

U
K

I Takeharu

（  1 ）

都留文科大学研究紀要　第94集（2021年10月）
The Tsuru University Review , No.94（October, 2021）



　

山
部
宿
禰
赤
人
、
富
士
の
山
を
望み

る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌

天あ
め
つ
ち地
の
分
か
れ
し
時
ゆ　

神か
む

さ
び
て
高
く
貴
き　

駿す
る

河が

な
る
富
士
の
高た
か

嶺ね

を　

天あ
ま

の
原
振
り
放さ

け
見
れ
ば　

渡
る
日
の
影
も
隠
ら
ひ　

照
る
月
の
光

も
見
え
ず　

白し
ら
く
も雲

も
い
行ゆ

き
は
ば
か
り　

時
じ
く
ぞ
雪
は
降
り
け
る　

語

り
告つ

げ
言
ひ
継つ

ぎ
行ゆ

か
む　

富
士
の
高
嶺
は　
（
万
葉
集
巻
三
・
三
一
七
番

歌
）

　

反
歌

田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出い

で
て
見
れ
ば
真ま

白し
ろ

に
ぞ
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け

る
（
三
一
八
番
歌
）

　

こ
の
赤
人
富
士
讃
歌
は
、
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の
何
月
に
作
ら
れ
た
歌
か
。

こ
の
難
問
を
解
く
鍵
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
歌
の
直
前
に
配
列
さ
れ
て

い
る
「
暮
春
の
月
に
、
吉
野
の
離と
つ
み
や宮
に
幸い
で
ま
す
時
に
、
中
納
言
大
伴
卿
、
勅
み
こ
と
の
りを

奉う
け
た
ま
はり

て
作
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌　

い
ま
だ
奏
上
を
経
ぬ
歌
」（
三
一
五
～
六
番
歌
）

が
、『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
三
月
一
日
の
聖
武
天
皇
の
吉
野
行
幸

時
の
歌
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
赤
人
富
士
讃
歌
は
神
亀
元
年

（
七
二
四
）
三
月
一
日
以
降
に
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
突

き
詰
め
て
ゆ
く
た
め
の
第
二
の
鍵
は
、
赤
人
富
士
讃
歌
の
内
部
に
あ
る
。
そ
れ

は
、
反
歌
三
一
八
番
歌
の
「
真
白
に
ぞ
」
の
原
文
表
記
「
真
白
衣
」
で
あ
る
。

こ
の
「
真
白
衣
」
は
、
は
や
く
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』（
二
〇
〇
一
年
二
月

二
十
五
日
、
お
う
ふ
う
発
行
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
富
士
の
高
嶺
に
降
り
積
も
る

白
雪
を
真
白
な
衣
に
見
立
て
た
こ
と
に
拠
る
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る

と
、
赤
人
富
士
讃
歌
以
前
に
山
と
白
た
へ
の
衣
の
関
わ
り
を
詠
ん
だ
歌
が
す
ぐ

さ
ま
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
持
統
天
皇
の

　
　

 

春
過
ぎ
て
夏
来き
た

る
ら
し
白
た
へ
の
衣
干
し
た
り
天あ
め

の
香か

具ぐ

山や
ま

（
巻
一
・
二

八
番
歌
）

で
あ
る
。

　

富
士
讃
歌
詠
作
時
の
赤
人
の
脳
裏
に
は
、
拙
稿
「
山
部
赤
人
の
『
富
士
の
山

を
望
る
歌
』

―
享
受
と
創
造

―
」（
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
第
90
集
、
二
〇
一

九
年
十
月
）
に
触
れ
た
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
時
の
柿
本
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌

（
巻
一
・
三
六
～
三
九
番
歌
）
の
み
な
ら
ず
、
持
統
天
皇
の
二
八
番
歌
も
し
か
と
刻

ま
れ
て
あ
り
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
言
え
る
。

　

持
統
天
皇
の
右
の
歌
に
は
、
暦
法
の
知
識
に
拠
る
「
春
過
ぎ
て
夏
来き
た

る
ら
し
」

の
表
現
が
あ
り
、
夏
四
月
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
影
響
を
強

く
受
け
て
「

―
真
白
に
ぞ

―
雪
は
降
り
け
る
」
と
感
動
的
に
詠
ん
で
い
る

赤
人
富
士
讃
歌
も
、
夏
四
月
（
太
陽
暦
で
は
五
月
）
の
歌
と
見
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
日
本
の
一
年
の
う
ち
で
最
も
清
々
し
い
時
節
の
富
士
山
を
詠
ん
だ
歌
と

推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
考
察
結
果
を
支
持
す
る
の
が
第
三
の
鍵
と
な
る
歌
の
存
在
で
あ
る
。
そ

の
歌
は
、
上
掲
拙
稿
に
赤
人
富
士
讃
歌
の
影
響
が
看
て
取
れ
る
こ
と
を
具
体
的

に
指
摘
し
た
大
伴
家
持
「
立た
ち
や
ま山

の
賦
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
巻
十
七
・
四
〇
〇
〇
～

四
〇
〇
二
番
歌
）
と
そ
れ
に
和
し
た
大
伴
池
主
の
「
敬つ
つ
しみ
て
立
山
の
賦
に
和こ
た

ふ
る

一
首
幷
せ
て
二
絶
」（
四
〇
〇
三
～
四
〇
〇
五
番
歌
）
で
あ
る
。
家
持
歌
が
天
平
十
九

年
（
七
四
七
）
四
月
二
十
七
日
の
作
で
、
池
主
歌
が
同
年
四
月
二
十
八
日
の
作

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
夏
四
月
の
作
で
、
家
持
の
四
〇
〇
〇
番
歌
に
「
‥
‥
そ
の

立
山
に　

常と
こ

夏な
つ

に　

雪
降
り
敷
き
て
‥
‥
」、
四
〇
〇
一
番
歌
に
「
立
山
に
降

り
置
け
る
雪
を
常
夏
に
見
れ
ど
も
飽あ

か
ず
神か
む

か
ら
な
ら
し
」
と
詠
ん
で
お
り
、

池
主
は
四
〇
〇
三
番
歌
に
「
‥
‥
天あ
ま

そ
そ
り　

高
き
立
山　

冬
夏
と　

別わ

く
こ

（ 2 ）
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と
も
な
く　

白し
ろ

栲た
へ

に　

雪
は
降
り
置
き
て
」
と
詠
み
、
家
持
の
四
〇
〇
一
番
歌

に
「
立
山
に
降
り
置
け
る
雪
の
常
夏
に
消け

ず
て
わ
た
る
は
神か
む

な
が
ら
と
ぞ
」（
四

〇
〇
四
番
歌
）
と
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
家
持
と
池
主
は
、
赤
人
の
富
士
讃

歌
を
夏
四
月
の
作
と
見
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
、
高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
讃
歌
の
詠
作
年
月

　

前
節
に
論
証
し
た
よ
う
に
、
山
部
赤
人
の
富
士
讃
歌
は
神
亀
元
年
（
七
二
四
）

の
夏
四
月
の
歌
と
推
定
さ
れ
る
。
で
は
、
高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
讃
歌
は
、
神
亀

元
年
（
七
二
四
）
の
何
月
の
作
か
。
具
体
的
考
察
に
入
る
前
に
、
虫
麻
呂
富
士

讃
歌
の
書
き
下
し
本
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

　

富
士
の
山
を
詠
む
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌

並な
ま

吉よ

み
の
甲
斐
の
国　

う
ち
寄
す
る
駿
河
の
国
と　

こ
ち
ご
ち
の
国
の
み

中
ゆ　

出い

で
立
て
る
富
士
の
高
嶺
は　

天あ
ま

雲く
も

も
い
行ゆ

き
は
ば
か
り　

飛
ぶ

鳥
も
飛
び
も
上の
ぼ

ら
ず　

燃
ゆ
る
火
を
雪
も
ち
消
ち　

降
る
雪
を
火
も
ち
消

ち
つ
つ　

言
ひ
も
得え

ず
名
付
け
も
知
ら
ず　

く
す
し
く
も
い
ま
す
神
か
も

　

せ
の
海
と
名
付
け
て
あ
る
も　

そ
の
山
の
堤つ
つ

め
る
海
ぞ　

富
士
川
と
人

の
渡
る
も　

そ
の
山
の
水
の
た
ぎ
ち
ぞ　

日ひ

の
本
の
大や
ま
と和
の
国
の　

鎮し
づ

め

と
も
い
ま
す
神
か
も　

宝
と
も
な
れ
る
山
か
も　

駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺

は　

見
れ
ど
飽あ

か
ぬ
か
も
（
巻
三
・
三
一
九
番
歌
）

　

反
歌

富
士
の
嶺ね

に
降
り
置
く
雪
は
六み
な

月つ
き

の
十も

ち
五
日
に
消け

ぬ
れ
ば
そ
の
夜よ

降
り
け

り
（
三
二
〇
番
歌
）

富
士
の
嶺
を
高
み
畏か
し
こ

み
天
雲
も
い
行ゆ

き
は
ば
か
り
た
な
び
く
も
の
を
（
三

二
一
番
歌
）

　
　

右
の
一
首
は
、
高
橋
連む
ら
じ

虫
麻
呂
が
歌
の
中う
ち

に
出
づ
。

　
　

類た
ぐ
ひを
も
ち
て
こ
こ
に
載
す
。

　

右
の
反
歌
第
一
首
三
二
〇
番
歌
に
は
、「
六
月
の
十
五
日
」
と
い
う
日
付
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
赤
人
富
士
讃
歌
三
一
七
に
「
時
じ
く
ぞ
雪
は
降

り
け
る
」、
三
一
八
歌
に
「
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
富
士
の
嶺
に
降
り
置
く
雪
は
‥
‥
そ
の
夜
降
り
け
り
」
と
事
実
に
基
づ
く
詠

嘆
表
現
で
歌
い
収
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
反
歌
第
一
首
三
二
〇
番
歌
が
長

歌
三
一
九
番
歌
を
受
け
る
歌
で
あ
る
こ
と
と
、
反
歌
第
二
首
三
二
一
番
歌
が
三

二
〇
番
歌
の
「
雪
」
に
「
雲
」
を
取
り
合
わ
せ
た
歌
で
あ
る
こ
と
と
を
勘
案
す

る
と
、
虫
麻
呂
富
士
讃
歌
は
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の
六
月
十
五
日
の
頃
に
は
、

そ
の
初
案
が
出
来
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
六
月
の
末
日
ま
で
に
は
、
決

定
稿
の
形
式
と
内
容
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
虫
麻
呂
富
士
讃
歌
は
、
赤
人
富
士
讃
歌
の
詠
作
年
月
の

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
夏
四
月
（
上
旬
で
あ
ろ
う
）
よ
り
も
、
二
ヶ
月
あ
ま
り
遅
い

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
夏
六
月
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
二
つ
の
富
士
讃
歌
の
詠
作
事
情

　

第
二
節
の
考
察
に
基
づ
け
ば
、
赤
人
は
東
国
へ
の
任
務
の
旅
の
途
次
、
神
亀

元
年
（
七
二
四
）
の
四
月
上
旬
に
は
東
海
道
の
駿
河
国
の
田
子
の
浦
を
通
過
し

て
富
士
の
山
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
到
っ
て
、
富
士
讃
歌
を
詠
み
成
し
た
と
言
え

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
に
拠
れ
ば
、
そ
の
後
、
赤
人
は
富
士
信
仰
の
拠
点
で

あ
っ
た
富
士
郡ぐ
う

家け

（
郡ぐ

ん

衙が

）
に
寄
り
、
富
士
讃
歌
を
披
露
し
た
も
の
と
推
察
さ

注
１

（ 3 ）
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れ
る
。

　

一
方
の
高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
讃
歌
の
詠
作
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
稿
に
お

い
て
、『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
七
日
の
、
高
橋
虫
麻
呂
の
庇

護
者
の
式
部
卿
藤
原
宇う
ま

合か
い

が
蝦え
み
し夷

征
討
の
為
の
持
節
大
将
軍
に
、
高
橋
虫
麻
呂

と
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
宮
内
大だ
い

輔ふ

高
橋
安
麻
呂
が
副
将
軍
に
任
命
さ
れ
た

と
い
う
記
事
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
記
事
の
み
な
ら
ず
、

関
連
記
事
を
す
べ
て
考
慮
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詠
作
事
情
が
明
ら
か
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
七
日
と
そ
の
関
連
記
事

を
順
に
掲
出
し
て
、
考
察
し
て
ゆ
く
（
本
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀

二
』
に
拠
る
）。

　

①
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
三
月
二
十
五
日

　
　

 

陸
奥
国
言ま
う

さ
く
、「
海
道
の
蝦
夷
反そ
む

き
て
、
大だ
い

掾じ
ょ
う

従
六
位
上
佐
伯
宿
禰
児こ

屋や

麻ま

呂ろ

を
殺
せ
り
。」
と
ま
う
す
。

　

②
同
年
夏
四
月
一
日

　
　

 

七
道
の
諸
国
を
し
て
軍
器
の
幕
・
釜ふ

等
を
造
ら
し
む
。
数
有
り
。

　

③
同
年
四
月
三
日

　
　

 

陸
奥
国
の
大
掾
佐
伯
宿
禰
児
屋
麻
呂
に
従
五
位
下
を
贈
り
、
絁
あ
し
ぎ
ぬ

一
十
疋
、

布
廿
端
、
田
四
町
を
賻お
く

る
。
そ
の
事
に
死
せ
る
が
為
な
り
。

　

④
同
年
四
月
七
日

　
　

 

式
部
卿
正
四
位
上
藤
原
朝
臣
宇
合
を
持
節
大
将
軍
と
し
、
宮
内
大
輔
従
五

位
上
高
橋
朝
臣
安
麻
呂
を
副
将
軍
と
す
。
判
官
八
人
、
主
典
八
人
。
海
道

の
蝦
夷
を
征う

た
む
が
為
な
り
。

　

⑤
同
年
四
月
十
四
日

　
　

 

坂
東
九
国
の
軍
三
万
人
を
し
て
、
騎う
ま

射ゆ
み

を
教
習
し
、
軍
陳
を
試
練
せ
し
む
。

綵さ
い

帛は
く

二
百
疋
、
絁
あ
し
ぎ
ぬ

一
千
疋
、
綿
六
千
屯
、
布
一
万
端
を
陸
奥
の
鎮
所
に

運
ぶ
。

　

こ
こ
ま
で
の
一
連
の
記
事
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
④
の
四
月
七
日
条
の

「
主
典
八
人
」
の
中
に
高
橋
虫
麻
呂
が
い
て
録
事
者
と
し
て
の
任
に
あ
た
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
前
掲
拙
稿
に
推
定
し
た
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
そ

れ
に
準
ず
る
任
務
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
月
七
日
条
の
如
上
の
任
命

後
、
準
備
の
日
数
を
経
た
の
ち
、
奈
良
平
城
京
を
出
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
月
末
日
ま
で
に
は
出
発
し
た
で
あ
ろ
う
。
坂
東
九
国
の
軍
三
万
人
の
騎
射
教

習
・
軍
陳
試
練
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
日
数
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
坂
東
九
国
の

軍
の
な
か
に
は
、
持
節
大
将
軍
藤
原
宇
合
・
副
将
軍
高
橋
安
麻
呂
の
一
行
と
合

流
し
た
軍
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
東
海
道
相
模
国
の
軍
は
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

相
模
国
に
到
る
ま
で
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
日
数
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
調
・

庸
の
税
を
都
ま
で
運
ぶ
上
り
と
本
国
ま
で
の
帰
り
（
下
り
）
の
行
程
を
記
し
た

『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
「
主
計
上
」
に
は
、「
相
模
国
行
程
上
廿
五
日
。
下
十
三
日
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
調
・
庸
の
税
を
本
国
か
ら
平
安
京

4

4

4

ま
で
運
ぶ
上
り
の
行
程

日
数
と
、
平
安
京
か
ら
本
国
ま
で
の
下
り
の
行
程
日
数
で
あ
り
、
奈
良
平
城
京

か
ら
の
行
程
は
さ
ら
に
日
数
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
軍
に

関
す
る
荷
物
を
持
っ
て
の
移
動
で
あ
る
の
で
、
平
城
京
か
ら
相
模
国
ま
で
は
一

ト
月
あ
ま
り
の
日
数
を
要
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
月
下
旬
頃
に
平
城
京

を
発
っ
た
と
す
る
と
、
六
月
上
旬
に
は
相
模
国
に
到
達
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

先
掲
『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
十
四
日
条
に
、
陸
奥
国
へ

注
２

注
３

注
４

注
５
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派
遣
す
る
た
め
に
「
坂
東
九
国
の
軍
三
万
人
に
騎
射
を
教
習
し
、
軍
陳
を
試
練

せ
し
む
。」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
二
』

一
四
九
頁
脚
注
三
一
に
「
軍
防
令
２
に
兵
士
の
部
隊
を
分
け
て
『
便
二
弓
馬
一

者
、
為
二
騎
兵
隊
一
、
余
為
二
歩
兵
隊
一
』
と
す
る
。
こ
の
『
教
習
騎
射
』
は
前
者
、

『
試
練
軍
陳
』
は
後
者
を
対
象
と
し
て
の
訓
練
か
。」
と
あ
り
、
妥
当
な
注
と
思

わ
れ
る
。
よ
き
軍
馬
が
多
数
必
要
で
あ
り
、
そ
の
軍
馬
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る

精
鋭
な
る
騎
兵
隊
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
持
節
大
将
軍
藤
原

宇
合
は
、
相
模
国
到
達
の
前
の
駿
河
国
に
到
っ
た
時
、
名
高
い
甲
斐
の
黒
馬
と

そ
れ
を
扱
え
る
精
鋭
騎
兵
隊
を
確
保
す
る
た
め
に
、
同
行
し
て
い
た
高
橋
虫
麻

呂
を
甲
斐
の
国
の
国
府
に
派
遣
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
巻
第

七
景
行
天
皇
四
十
年
是
歳
条
に
、
日や
ま
と本

武た
け
る
の
み
こ
と

尊
が
上
野
国
（
今
の
群
馬
県
）
の
碓う
す

日ひ
の

坂さ
か

か
ら
従
者
の
「
吉
備
武
彦
を
越
国
に
遣つ
か
はし

て
、
そ
の
地く
に

形か
た

の
嶮あ
り

易か
た

及
び
人

民
の
順
不
を
監み
察
し
む
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
持
節
大
将
軍
藤
原
宇
合
は
、
従

者
の
高
橋
虫
麻
呂
を
上
述
の
甲
斐
の
黒
馬
と
そ
の
精
鋭
騎
兵
隊
の
陸
奥
派
遣
要

請
の
た
め
に
甲
斐
の
国
府
に
遣
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

高
橋
虫
麻
呂
が
甲
斐
の
国
に
入
っ
た
道
は
、
当
時
官
道
と
し
て
存
在
し
て
い

た
東
海
道
甲
斐
路
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
官
道
は
駿
河
国
（
現
静
岡
県
）

の
御
殿
場
市
付
近
で
東
海
道
か
ら
分
か
れ
、
当
時
の
巨
大
湖
「
せ
の
海
」
の
一

部
で
あ
る
「
河
口
湖
」
畔
沿
い
を
通
っ
て
甲
斐
国
府
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
（
山

梨
日
日
新
聞
二
〇
一
三
年
八
月
九
日
付
記
事
等
）。

　

こ
の
道
は
官
道
の
東
海
道
甲
斐
路
と
し
て
整
備
さ
れ
る
前
か
ら
存
在
し
て
い

た
道
で
あ
り
、
古
事
記
に
お
け
る
倭
建
命
が
甲
斐
国
に
入
っ
て
、
酒
折
宮
を
目

指
し
て
進
ん
だ
道
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

高
橋
虫
麻
呂
が
甲
斐
国
府
に
到
り
、
持
節
大
将
軍
藤
原
宇
合
の
上
述
の
要
請

を
伝
え
る
任
務
を
終
え
た
あ
と
、
倭
建
命
の
参
詣
し
た
酒
折
宮
に
参
詣
し
、
倭

建
命
を
偲
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
別
路
帰
路
に
つ
き
、
富
士
川
沿
い
に

駿
河
国
の
東
海
道
に
出
た
時
は
、
六
月
十
五
日
に
達
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
富
士
川
下
流
の
富
士
郡
の
郡ぐ
う

家け

（
郡ぐ

ん

衙が

）
に
寄
り
、
そ
の
人
々
に
迎
え
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
富
士
郡
家
は
先
述
の
よ
う
に
富
士
信
仰
の
拠
点
で
あ

り
、
虫
麻
呂
が
『
駿
河
国
風
土
記
』
逸
文
に
記
す
富
士
の
白
雪
伝
説
を
知
っ
た

の
も
、
こ
の
富
士
郡
家
に
お
い
て
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
六
月
十
五

日
で
あ
り
、
富
士
に
降
り
置
く
白
雪
に
よ
っ
て
そ
の
神
秘
の
伝
説
を
真
実
と
し

て
詠
嘆
す
る
心
を
も
っ
て
受
け
止
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
富
士
郡
家
に
お
い
て

は
、
上
述
の
よ
う
に
田
子
の
浦
を
通
っ
て
富
士
の
山
が
見
え
る
所
に
出
た
時
の

感
動
を
歌
っ
た
三
一
八
番
歌
を
反
歌
に
添
え
て
三
一
七
～
八
番
歌
の
富
士
讃
歌

を
成
し
た
後
に
富
士
信
仰
の
拠
点
の
こ
の
富
士
郡
家
に
寄
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

山
部
赤
人
の
こ
と
と
そ
の
富
士
讃
歌
を
知
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
虫
麻

呂
は
富
士
郡
家
の
官
人
か
ら
赤
人
富
士
讃
歌
の
歌
稿
の
写
し
を
入
手
し
た
可
能

性
が
高
い
。
赤
人
と
虫
麻
呂
の
双
方
の
富
士
讃
歌
の
表
記
の
面
に
お
い
て
、「
不

盡
山
」「
布
士
」「
駿
河
有
」「
伊
去
波
伐
加
利
」（
以
上
、
三
一
七
と
三
一
九
番
歌
）、

「
落ふ
り

」（
三
一
七
）・「
零ふ
り

」（
三
一
八
）
と
「
落ふ
る

」（
三
一
九
）・「
零ふ
り

」（
三
二
〇
）
な
ど

が
共
通
し
、
表
現
の
面
に
お
い
て
も
、「
駿
河
な
る
富
士
の
高
嶺
」（
三
一
七
と

三
一
九
）、「
富
士
の
高
嶺
」（
三
一
七
・
三
一
八
と
三
一
九
）、「

―
雲
も
い
行
き

は
ば
か
り
」（
三
一
七
と
三
一
九
・
三
二
一
）、「
雪
は
降
り
け
る
」（
三
一
七
・
三
一
八
）

と
「
‥
‥
雪
は
‥
‥
降
り
け
り
」（
三
二
〇
）、「
光
も4

見
え
ず4

」（
三
一
七
）
と
「
飛

び
も4

上
ら
ず4

」「
言
ひ
も4

得
ず4

」「
名
付
け
も4

知
ら
ず4

」（
以
上
、
三
一
九
）
な
ど

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
富
士
郡
家
に
お
い
て
虫
麻
呂
が

赤
人
の
富
士
讃
歌
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
赤

人
富
士
讃
歌
の
刺
激
を
受
け
た
虫
麻
呂
は
、
富
士
郡
家
を
あ
と
に
し
て
ま
も
な

く
、
富
士
郡
家
で
伝
え
聞
い
た
富
士
の
白
雪
の
神
秘
の
伝
説
に
基
づ
く
三
二
〇

注
６
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番
歌
を
詠
み
成
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
前
の
時
点
の
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
甲
斐
の
国
に
入
っ
て
目
の
あ
た
り
に
し
た
富
士
の
山
と
そ
の
周
辺
の
環
境

（
せ
の
海
・
富
士
川
）、
甲
斐
の
国
か
ら
駿
河
国
に
出
て
赤
人
と
同
様
、
富
士
の
山

を
見
た
時
の
率
直
な
感
動
を
、
長
歌
三
一
九
番
歌
に
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
虫
麻

呂
が
こ
の
三
一
九
番
歌
を
、「
並
吉
み
の
甲
斐
の
国
」
の
表
現
か
ら
始
め
、「
駿

河
な
る
富
士
の
高
嶺
は　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
歌
い
収
め
た
の
も
、
拙
論

「
高
橋
虫
麻
呂
の
富
士
の
歌
」（「
富
士
」
第
２
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
一
日
、
富
士
短

歌
会
発
行
）
に
稿
者
が
初
め
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
虫
麻
呂
が
甲
斐
の
国
に
入
っ

て
駿
河
の
国
に
出
た
そ
の
旅
程
に
基
づ
く
と
考
え
る
こ
と
で
十
全
に
解
け
る
の

で
あ
る
。
反
歌
第
一
首
三
二
〇
番
歌
の
富
士
の
雪
に
は
、
三
二
一
番
歌
で
富
士

の
山
の
前
を
行
き
と
ど
こ
お
る
天
雲
を
取
り
合
わ
せ
て
、
一
連
の
富
士
讃
歌
全

体
を
歌
い
収
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
富
士
讃
歌
は
、
先
に
陸
奥
国
へ
と
向
か
っ

て
い
っ
た
持
節
大
将
軍
藤
原
宇
合
と
合
流
す
る
ま
で
に
は
、
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
宇
合
と
合
流
し
た
時
に
、
任
務
の
報
告
を
し
、

甲
斐
の
国
の
視
察
報
告
や
駿
河
国
富
士
郡
家
に
お
け
る
こ
と
の
報
告
を
兼
ね
る

富
士
讃
歌
三
一
九
～
三
二
一
番
歌
の
歌
稿
を
披
露
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長

歌
三
一
九
番
歌
の
富
士
の
山
を
「
日
の
本
の
大
和
の
国
の　

鎮し
づ

め
と
も
い
ま
す

神
か
も
」
と
う
た
っ
た
表
現
は
、
大
和
の
国
の
鎮
め
の
任
務
に
あ
た
る
藤
原
宇

合
ら
を
守
護
す
る
神
を
思
わ
せ
、
任
務
遂
行
の
予
祝
的
意
味
合
い
を
持
っ
て
宇

合
の
心
に
響
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

常
陸
国
、
そ
し
て
陸
奥
国
へ
と
向
か
っ
た
藤
原
宇
合
た
ち
の
進
行
状
況
は
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
考
察
し
て
お
こ
う
。

　

前
掲
『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
「
主
計
上
」
に
は
、
東
海
道
の
「
常
陸
国　

行

程
上
卅
日
。
下
十
五
日
。」、
東
山
道
の
「
陸
奥
国　

行
程
上
五
十
日
。
下
廿
五
日
。」

と
あ
る
。
先
述
推
定
の
相
模
国
到
達
の
時
期
か
ら
、
駿
河
国
に
到
っ
た
の
は
五

月
末
か
ら
六
月
上
旬
こ
ろ
と
見
ら
れ
る
の
で
、
常
陸
国
や
陸
奥
国
に
到
っ
た
時

は
、
六
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

先
掲
『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の
①
～
④
の
記
事
の
次
の
五
月

二
十
四
日
条
に
、
⑤
「
従
五
位
上
小
野
朝
臣
牛う
し

養か
ひ

を
鎮ち
ん

狄て
き

将
軍
と
し
て
、
出
羽

の
蝦え
み
し狄
を
鎮
め
し
む
。
軍
監
二
人
、
軍
曹
二
人
。」
と
い
う
任
命
記
事
が
あ
る
。

藤
原
宇
合
と
高
橋
安
麻
呂
、
高
橋
虫
麻
呂
ら
が
平
城
京
を
出
発
し
た
と
見
ら
れ

る
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
四
月
下
旬
か
ら
約
一
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に

見
た
坂
東
九
国
の
軍
三
万
人
（
騎
兵
隊
を
中
心
と
す
る
）
は
す
で
に
適
材
適
所
配

置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
要
請
を
受
け
て
の
甲
斐
の
国
の
黒
馬
の
手
綱
を

と
る
騎
兵
隊
も
六
月
末
に
は
加
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
鎮
狄
将
軍
小
野
牛
養

ら
は
任
命
を
受
け
て
ま
も
な
く
都
を
出
発
し
た
で
あ
ろ
う
。
先
掲
『
延
喜
式
』

巻
第
二
十
四
「
主
計
上
」
に
は
、東
山
道
「
出
羽
国　

行
程
上
卌
七
日
。下
廿
四
日
。」

と
あ
る
。
七
月
上
旬
の
頃
に
は
、
出
羽
国
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
う
し
て
、
太
平
洋
側
の
み
な
ら
ず
日
本
海
側
か
ら
も
蝦
夷
征
討
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

任
務
完
了
ま
で
数
ケ
月
を
要
し
た
。
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の
十
月
に
よ
う

や
く
帰
還
の
途
に
就
き
、
東
海
道
と
東
山
道
の
交
わ
る
近
江
国
ま
で
帰
っ
て
き

た
。『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
十
一
月
十
五
日
条
に
は
、

　

⑥ 

内
舎
人
を
近
江
国
に
遣
し
て
、
持
節
大
使
藤
原
朝
臣
宇
合
を
慰
労
せ
し

む
。

と
あ
る
（
便
宜
上
資
料
の
通
し
番
号
⑥
を
付
す
る
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、
先
掲
『
続
日

本
紀
二
』
一
五
六
頁
脚
注
一
二
に
、「
軍
防
令
18
の
『
凡
大
将
‥
‥
凱
旋
の
日
、
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奏
遣
レ
使
郊
労
』
の
規
定
に
よ
り
京
の
郊
外
へ
慰
労
の
使
を
遣
わ
し
た
記
事
。」

と
あ
る
。

　

こ
の
二
週
間
後
の
十
一
月
二
十
九
日
条
に
は
、

　

⑦ 

征
夷
持
節
大
使
正
四
位
上
藤
原
朝
臣
宇
合
、
鎮
狄
将
軍
従
五
位
上
小
野
朝

臣
牛
養
ら
来ま
う
け帰
り
。

と
、
全
軍
帰
還
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
正
月

二
十
二
日
条
に
は
、
昇
叙
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑧ 

天
皇
朝
に
臨
み
て
、
詔
み
こ
と
の
りし

て
征
夷
将
軍
已
下
一
千
六
百
九
十
六
人
に
勲

位
を
叙
し
た
ま
ふ
こ
と
各
差し
な

有
り
。
正
四
位
上
藤
原
朝
臣
宇
合
に
従
三
位

勲
二
等
を
授
く
。（
中
略
）
従
五
位
上
高
橋
朝
臣
安
麻
呂
に
正
五
位
下
勲
五

等
。（
後
略
）

　

右
の
「
征
夷
将
軍
已
下
一
千
六
百
九
十
六
人
」
の
中
に
は
高
橋
虫
麻
呂
も
い

た
で
あ
ろ
う
。

　

虫
麻
呂
の
富
士
讃
歌
は
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
の

夏
六
月
の
歌
で
、
詠
ま
れ
て
い
る
富
士
の
山
は
夏
の
富
士
で
あ
る
が
、
藤
原
宇

合
と
高
橋
安
麻
呂
の
昇
叙
の
祝
宴
な
ど
で
披
露
さ
れ
、
藤
原
宇
合
・
高
橋
安
麻

呂
・
虫
麻
呂
の
都
の
関
係
者
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
祝
宴
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
東
国
で
宇
合
に
披
露
し
た
時
は
予
祝
の
意
と
し

て
響
い
た
と
思
わ
れ
る
三
一
九
番
歌
の
「
日
の
本
の
大
和
の
国
の　

鎮
め
と
も

い
ま
す
神
か
も
」
の
表
現
は
、
富
士
の
山
も
鎮
め
の
任
務
完
了
へ
の
祝
意
を

贈
っ
て
く
れ
て
い
る
と
、
宇
合
ら
の
心
に
響
い
た
で
あ
ろ
う
。

 

（
二
〇
二
一
年
〈
令
和
三
〉
四
月
七
日
）

注

１
、
令
和
二
年
度
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
夏
季
企
画
展
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
八
日
～

同
年
八
月
二
十
三
日
）
の
「
異
世
界
と
現
世
の
交
差
点

―
富
士
山
と
考
古
学

―
」
の
展
示
資
料
に
拠
る
。

２
、
一
九
九
〇
年
九
月
二
十
七
日
、
岩
波
書
店
発
行

３
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
二
』
の
一
四
九
頁
脚
注
三
一
に
「
軍
陳
は
軍

陣
と
同
じ
。」
と
あ
る
。

４
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
二
』
の
「
補
注
９　

七
三
」
に
、「
坂
東
は

公
式
令
51
義
解
に
『
駿
河
与
二
相
模
一
界
坂
也
』、
即
ち
『
足
柄
岳
坂
』（
常
陸
風
土

記
）
よ
り
東
の
相
模
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
（
以
上
東
海
道
）、
上
野
・

武
蔵
・
下
野
（
以
上
東
山
道
）
の
八
国
。
天
平
宝
字
三
年
九
月
庚
寅
条
以
下
は
み

な
『
坂
東
八
国
』。
こ
こ
に
『
坂
東
九
国
』
と
あ
る
の
は
東
海
道
に
伊
豆
、
ま
た

は
東
山
道
に
陸
奥
を
加
え
た
た
め
か
、
九
は
八
の
誤
字
か
、
未
詳
。」
と
あ
る
。

５
、『
延
喜
式
』
は
平
安
時
代
の
延
長
五
年
（
九
二
七
）
撰
進
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）

施
行
。
本
文
は
国
史
大
系
第
二
十
六
巻
『
延
暦
交
替
式
・
貞
観
交
替
式
・
延
喜
交

替
式
・
弘
仁
式
・
延
喜
式
』（
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
、
吉
川
弘
文
館
発
行
）

に
拠
る
。

６
、
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
上
』（
一
九
六
七
年
三
月
三
十
一
日
、

岩
波
書
店
発
行
）
に
拠
る
。

受
領
日
　
二
〇
二
一
年
四
月
二
四
日

受
理
日　

二
〇
二
一
年
六
月
　
九
日
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山部赤人の富士歌と高橋虫麻呂の富士歌の詠作年月と詠作事情




